
「登 別 よ り洞 爺 湖 まで 」

短食2の1

 憧れの北海道の旅 も残 り少G2日 になつて しまつた 。7月24日,絶 好の良い天気で

ある。今日は登別か ら白老 アイヌ部落 ・昭和新山 ・洞爺湖畔の コースをまわる6

 朝6時9ま だ皆疲れて寝 ている頃 ホテルを脱け出 して ・さわやかな朝 の空気 を思い切 り

吸hな が ら,地 獄谷へ と歩いて行 く。足の二倍 もあるような,ホ テルの ゲタをつつかけて

歩 くのに,こ こではおか しくも,恥 か しくもないか ら不思議である。地獄谷 とは嫌左名前

である 。ここに身を沈 めた ものは,た ちまち骨 だけになるか ら,ま さに地獄か もしれ ない。

 地獄か ら天国へ とsケ....ブルで登 り,熊 牧場を見に行 ぐ。袋を ごそ ごそさせると ・気の

早 いのは人間の子供がするように,坐 つて手を上げて待つて いる。 上か ら投げてやると ・

手で口に入れで食ぺる。これ らの情景 を見ると,ク マが搾猛 である とはま るで信 じられない。

 クマの幼稚園では,小 熊が り0匹 ほ ど激 り,丁 度朝食が与え られる ところだつた 。それ

ぞれ自分の器が決つてお りs他 人ではな ぐ,他 のクマのものを失敬する と・・喧嘩になる。

 私達 も小さい頃は,よ ぐそ うした ものだ。残念なことに ・人聞様の朝食 の時間 になつたの

で,下 山 した 。

 待ちに待つた白老の アイヌ部落 を尋ねた。アイヌの民芸品には ・目を引かれる物があり ・

安 ぐしてやるといわれれば,次 か ら次へ,み やげ ものをふやす気 のよい客であつた。部落
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は観光用の ものであり ・多 ぐのアイヌ人は ・私達 と少 しも変 らない文化生活を 他の所 で

送つているそ うである 。ここに住んでいるアイヌ人の生活に何か哀れさを感 じた 。特に ・

私達の為 に披露 して下さつた アイヌの女 の人の踊 クを見て も ・酋長の話 しを聞いても ・こ

うした感情が押え切れない。滅 びゆ ぐアイヌ人に,又s観 光客に甘ん じて生活 しているア

イヌ人 に 参もつ ともつと発展 を!と 呼びたい気持で一杯 だつた 。

 バスの窓から昭和新山の煙が見えて来 る。畑の中に大 きな岩や砂 を積んだ ・山 とは言え

ないよ うな,少 しグロテスク左形の山である。そこか ら煙 が出て い る.ので よ け い

凄味を感 じる 。昭和新山は一,昭和19年 の誕生 だか ら私達 と同 じ年令 である。麦畑 の中に

このような山ができたことを思 うと ・今更なが ら自然の偉大 さに驚かないわけ にはいかな

いo

 静かな ・素 晴らしい洞爺湖の遊覧船に乗 り込む。ここ洞 爺湖は支笏洞爺国立公園に属 し,

カルデラ湖 と して知 られ ている。面積6院6㎞2の 円形の湖 で,中 心 に中島が浮んでいる。

この中島は他の湖にない自然の原始林で蔚おわれ樹種 も豊富で,道 立の森林博物館が設け

られ,北 海道の森林が__..目で分かる ように出来 ているそ うである 。

 悪 い環境 に負け ず,す ぐす ぐ育つている木 々に尊敬 の念を抱 いた 。又別の特色 として,

最新179cm・ 透明度17cm・ 湖面標高83㎝ で ・厳冬 でも氷結 しないと言われている 。

(手前が洞爺湖,右 の山が有珠岳,左 の山が昭和新山)
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その湖の色 と ・周囲の昭和新山 ・有珠岳 ・湖水のはるか北 の羊蹄山 と,入 道雲の出たsか

らつとした空の色 とが混 ざり合い,油 絵 より日本画的寡囲気 をか もし出 している。

 この神秘的 な風景に 丁手を合せて,何 か自然にすが りたい,魅 せ られた気持になつた 。

この思いをそのまま,い つまでも心の奥に秘 めていたい ものである。

                       八斑  上野 ・熊本 ・志村 ・谷川

                          斉藤 ・城野 ・小森 ・北岡
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